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一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
７
月
３

日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
復
旧
費

１
億
９
６
０
０
万
円
な
ど
が
提
案
。

一
方
、
産
業
育
成
機
関
で
あ
る
「
み

さ
と
カ
レ
ッ
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
当

初
予
定
し
て
い
た
、
新
た
な
法
人
設

立
に
よ
る
運
営
を
見
送
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
委
託
費
な
ど
の
関
連
費
、
７

４
０
０
万
円
を
減
額
及
び
組
替
え
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
上
下
水

道
事
業
は
、
経
営
戦
略
業
務
委
託
費

の
増
、
そ
の
他
の
特
別
会
計
は
、
前

期
の
事
業
動
向
に
よ
る
、
予
算
組
替

え
補
正
が
主
な
内
容
。

■
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

住
民
税
、
法
人
税
等
の
修
正
申
告

が
あ
っ
た
場
合
の
延
滞
金
取
扱
方
法

の
改
正

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

国
保
税
の
算
定
及
び
軽
減
判
定
に

用
い
る
総
所
得
金
額
に
関
す
る
改
正

■
貸
付
金
の
返
還
免
除
に
関
す
る
条

例
の
制
定

青
年
農
業
者
等
早
期
経
営
安
定

資
金
貸
付
者
に
対
し
、
一
部
ま
た
は

全
額
の
返
済
を
免
除
す
る
条
例
の
制

定■
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
の
制
定

中
小
企
業
、
小
規
模
企
業
振
興

を
総
合
的
、
恒
常
的
に
推
進
す
る
こ

と
を
定
め
た
条
例
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平成28年美郷町議会 平成28年美郷町議会 

第3回 第3回 第3回 
定例会報告 定例会報告 定例会報告 

第2次長期総合計画 第2次長期総合計画 第2次長期総合計画 

基本構想を承認 基本構想を承認 基本構想を承認 
予 
算 

案 
美
郷
町
９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
条
例
案
４
件
、
予
算
案
５
件
、

一
般
事
件
案
７
件
の
提
案
が
あ
り
、
原
案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
に
は
今
後
10
年
間
の
長
期
総
合
計
画
の
基
本
計
画
案
や
、
議
員
提
出
し
た
参
院
選

の
「
合
区
」
解
消
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
案
も
承
認
し
ま
し
た
。

10
年
後
の
人
口
目
標
を

4
0
0
0
人
へ

長
期
総
合
計
画

会 計 名 補正前の額 補正額 補正後の額

一 般 会 計 6,518,865 175,918 6,694,783

住宅新築資金等
貸付 2,359 － 2,359

簡易水道事業 386,337 4,800 391,137

下水事業 260,801 4,683 265,484

君谷診療所 5,262 － 5,262

国民健康保険

国保診療所

809,942

88,343

0

120

809,942

88,463

後期高齢者医療 188,082 － 188,082

合 計 8,259,991 185,521 8,445,512

条 

例 

案 

■９月補正予算の状況 (単位：千円)

特

別

会

計

早期の復旧が望まれる災害現場（大邑櫨谷道路）

※
４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
特
集
掲
載



■
第
２
次
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想

今
後
10
年
間
の
長
期
展
望
に
立
っ

て
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
指
針
を

策
定
。

※
４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■
財
産
の
取
得
の
変
更

６
月
議
会
で
議
決
さ
れ
た
、
国
道

３
７
５
号
の
歩
道
整
備
に
よ
る
、
財

産
取
得
の
条
件
に
変
更
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

■
道
路
線
の
認
定

路
線
名
　
湯
抱
別
府
線

国
道
３
７
５
号
湯
抱
工
区
が
完
成

し
、
供
用
が
開
始
さ
れ
た
区
間
の
旧

国
道
区
間
を
町
道
に
認
定
す
る
も
の
。

■
固
定
資
産
評
価
委
員
会
の
委
員
の

選
任

同
意
　
住
吉
敬
司
氏
（
浜
原
）

同
意
　
福
島
　
巧
氏
（
村
之
郷
）

同
意
　
高
橋
智
恵
氏
（
千
原
）

■
平
成
27
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
を
求
め
る
こ
と

般
会
計
及
び
７
件
の
特
別
会
計
の

決
算
認
定
案
件
。

※
６
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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一 
般 

事 

件 

案 

５
年
間
経
過
す
れ
ば
債
務
の

額
に
関
係
な
く
免
除
す
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

免
除
の
範
囲
が
あ

り
、
５
年
間
専
業
的
農
業
に
従
事
し

た
場
合
、
債
務
の
全
部
ま
た
は
一
部

と
規
定
し
て
い
る
。

責
務
と
し
て
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
策
定
す

る
と
あ
る
が
、
具
体
な
計
画
が
あ
る

の
か
。

産
業
振
興
課
長

島
根
県
は
小
規
模

事
業
者
の
条
例
を
今
年
か
ら
施
行
し

て
お
り
、
基
本
的
な
方
針
を
立
て
て

い
る
。
町
と
商
工
会
、
事
業
者
や
住

民
の
４
者
が
連
携
し
計
画
を
立
て
て

い
き
た
い
。

農
業
振
興
費
の
き
の
こ
の
里

づ
く
り
の
予
算
補
助
金
２
５
０

万
の
詳
細
は
。

産
業
振
興
課
長

き
の
こ
の
里
づ
く

り
事
業
は
平
成
28
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
島
根
県
の
助
成
事
業
で
事
業
費
は

５
０
０
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
県

と
町
を
合
わ
せ
た
２
分
の
１
の
２
５

０
万
の
補
助
金
を
支
出
す
る
も
の

だ
。
６
月
１
日
に
設
立
を
さ
れ
た
農

事
組
合
法
人
が
、
菌
床
椎
茸
の
栽
培

を
始
め
る
。

定
住
推
進
費
空
き
家
対
策
の

そ
の
他
補
助
金
の
１
０
０
万
円

の
内
容
は
。

定
住
推
進
課
長

空
き
家
改
修
を
対

象
に
上
限
限
度
額
50
万
円
で
２
軒
分

を
計
上
し
た
。
当
初
予
算
は
既
に
３

軒
分
消
化
し
た
。

①
地
籍
調
査
は
済
ん
で
い
る

と
理
解
し
て
い
る
が
、
ま
た
進

め
る
の
か
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
導
入
で
特
別

こ
の
外
国
人
誘
致
向
け
て
の
施
策
、

考
え
方
が
あ
る
の
か
。

③
暮
ら
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
形
成
と
い
う
項
の
中
で
、

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
が
あ
る
。

28
年
に
粕
渕
地
域
で
１
カ
所
実
施

し
、
残
り
７
地
域
を
確
実
に
や
る
と

い
う
こ
と
か
。

住
民
課
長

①
今
年
度
で
地
籍
調
査

現
場
を
す
べ
て
終
了
す
る
予
定
だ

が
、
29
年
度
以
降
は
、
書
類
の
関

係
、
管
理
の
関
係
が
あ
る
。

調
査
と
い
う
面
で
は
28
年
度
で
一

応
終
了
予
定

だ
が
、
こ
の

計
画
そ
の
も

の
が
28
年
度

を
含
ん
だ
計

画
に
な
っ
て

い
る
の
で
、

計
画
的
に
進

め
る
と
し

た
。

企
画
財
政
課
長

②
国
策
的
に
外
国

人
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
誘
致

が
あ
り
、
記
述
し
た
。

③
暮
ら
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
形
成
、
地
域
の
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
は
、
県
と
国
の
２
つ
の
流

れ
が
あ
り
粕
渕
の
地
域
の
拠
点
づ
く

り
は
県
の
事
業
だ
。

８
か
所
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
連

合
自
治
会
、
地
域
と
話
し
合
い
進
め

て
い
き
た
い
。

問 問

問

問 問
議

案

質

疑

貸
付
金
の
返
還
債
務
の
免
除
に
関

す
る
条
例
関
係

5
年
で
免
除

4
者
が
連
携
し
計
画

き
の
こ
の
里
づ
く
り

事
業

2
5
0
万
円

地
域
の
小
さ
な
拠
点

8
カ
所

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
関
係

平
成
28
年
度
美
郷
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
２
号
関
係

基本条例の中心となる商工会
きのこの里づくり事業
菌床椎茸の栽培

美
郷
町
第
２
次
長
期
総
合
計
画

基
本
構
想

第２次長期総合計画書



決
定 
今
後
今
後
の
基
本
基
本 

今
後
の
基
本
構
想
を 

新
た
な
美
郷
町
の
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、

新
た
な
美
郷
町
の
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
平
成
平
成
28
年
度
か
ら

年
度
か
ら
10
年
間
年
間

の
長
期
展
望
に
立
っ
た
、

の
長
期
展
望
に
立
っ
た
、「
第
「
第
2
次
美
郷
町
長
期
総
合
計
画
」

次
美
郷
町
長
期
総
合
計
画
」
の
基
本
構
想
が

の
基
本
構
想
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

新
た
な
美
郷
町
の
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間

の
長
期
展
望
に
立
っ
た
、「
第
2
次
美
郷
町
長
期
総
合
計
画
」
の
基
本
構
想
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。 

人へ 人へ 人へ 

Ⅰ． 快適な暮らしを 
 実感できるまち 
Ⅰ． 快適な暮らしを 
 実感できるまち 

国道375号湯抱バイパス 国道375号湯抱バイパス 

Ⅱ． 産業を創出するまち Ⅱ． 産業を創出するまち 
リースハウス事業 村之郷 リースハウス事業 村之郷 

Ⅲ． 心豊かな人づくり Ⅲ． 心豊かな人づくり 
図書館 みさと本の森 図書館 みさと本の森 

総合戦略 総合戦略 

分
野
を
横
断
し
た
連
携
に
よ
る
一
体
的
な
施
策
推
進 

4 
暮らしやすい 
コミュニティの 

形成 

3 
結婚・出産・ 
子育て環境の 
向上 

2 
移住の促進 
社会増の 
実現 

1 
雇用環境の 
創出 

平成37年目標人口 

4,000人 

協働の役割明確化 

政策評価 目標管理 

選択と集中  選 択と集中  選 択と集中  選 択と集中  
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第2次長期総合計画 

10年後の人口 4000人へ 10年後の人口 4000人へ 10年後の人口 4000人へ 10年後の人口 4000人へ 

Ⅳ． 健康で安心できるまち Ⅳ． 健康で安心できるまち 
保健師による健康講座 保健師による健康講座 

Ⅴ． コミュニティのまち Ⅴ． コミュニティのまち 
沢谷元気祭り 沢谷元気祭り 

まちづくり 
の 
理念 

まちづくり 
の 
理念 

水
と
緑
　
い
き
い
き
輝
く
夢
あ
ふ
れ
る
協
働
の
ま
ち 

めざす 
将来像 
めざす 
将来像 

美
し
い
ま
ち
・
ひ
と
・
く
ら
し
が
つ
な
が
る
み
ん
な
の
美
郷 

まちづくり 
の 

基本方針 

まちづくり 
の 

基本方針 

「わたしたちのまち」のために考え、ともに行動するまちづくり 
誰もが挑戦できるまちづくり 
地域の個性を生かすまちづくり 

行政経営 
の 
考え方 

行政経営 
の 
考え方 

・住民との情報共有を積極的に進めます 
・住民の視点に立ち、質の高い行政サービスを提供します 
・目標と成果を重視し、経営効率の高い組織をつくります 

住民とともに歩む行政づくり 

第2次長期総合計画 
Ⅰ 生活基盤 利便性の高い快適な暮らしを実感できるまち 

①道路交通網の整備　②土地利用と市街地の整備　③生活環境の整備　④情報・通信の整備 
⑤環境衛生の充実　⑥消防・防災・防犯の強化　⑦自然環境の保全と活用 

Ⅱ 産業・雇用 人と地域の個性を活かした産業を創出するまち 

①地域産業の活性化と新産業の創出　②農林水産業の振興　③商業・工業の振興 
④観光・レクリエーションの振興 

Ⅳ 健康・福祉 生涯を通じて健康で安心できるまち 

①保健・医療の充実　②社会福祉の充実　③高齢者福祉の充実　④障がい者（児）福祉の充実 
⑤児童福祉の充実　⑥母子・父子世帯福祉の充実　⑦生活困窮者福祉の充実 
⑧人権を尊重し、差別のない社会の実現 

Ⅴ 住民自治 連帯の絆で支え合うコミュニティのまち 

①地域自治の充実と協働の推進　②定住対策の充実 
③効率的な行政運営　④財政運営の安定化 地域コミュニティ計画 

Ⅲ 教育 美郷町を担う心豊かな人づくり 

①社会を生き抜く力の育成　②未来を担う人材の育成 
③絆づくりと活力あるコミュニティの形成 教育振興基本計画 

議会だよりみさと No.485
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91億円の使い道を検証 
91億7890万円 

決算を 89億5473万円 
決算の状況

会 計 名 歳 入
（Ａ）

歳 出
（Ｂ）

差 額
（Ａ）－（Ｂ）

繰越財源
（Ｄ）

実質収支額
（Ｃ）－（Ｄ）

特
別
会
計

一 般 会 計 7,631,131 7,408,161 222,969 6,012 216,957
住宅新築資金等貸付 2,505 2,348 156 0 156

簡 易 水 道 事 業 250,201 250,150 51 0 51

下 水 事 業 248,596 247,698 897 0 897

君 谷 診 療 所 5,311 5,307 4 0 4

国 民 健 康 保 険 785,740 785,740 0 0 0

国 保 診 療 所 72,746 72,654 91 0 91

後 期 高 齢 者 医 療
合 計

182,671
9,178,904

182,671
8,954,732

0

224,172
0

6,012
0

218,159

一般会計決算の内訳

単位：千円（端数切捨て）

総額
76億3,113万円

地方税   4億5,268万5千円（5.9％） 

分担金及び負担金 
     3,830万1千円（0.5％） 

使用料手数料 
     7,650万2千円（1.0％） 

繰入金      4,920万4千円（0.6％） 

繰越金    ,3億217万7千円（4.0％） 

諸収入等 
  1億4,445万4千円（1.9％） 

地方譲与税等 
  1億7,116万8千円（2.2％） 

地方交付税 
 37億3,793万6千円（49.0％） 

国庫支出金 
 7億3,474万7千円（9.6％） 

県支出金 
 4億8,575万7千円（6.4％） 

地方債（借金） 
 14億3,820万円（18.8％） 

歳入 
自主財源 14.0％

依存財源 86.0％

総額
74億816万円

人件費  7億5,115万2千円（10.1％） 

扶助費 5億3,120万1千円（7.2％） 

公債費（借金返済金） 
14億8,575万2千円（20.1％） 

普通建設事業費 
16億6,903万9千円（22.5％） 

補助費等  7億9,449万円（10.7％） 

維持補修費  1億1,540万8千円（1.6％） 

物件費  11億7,881万9千円（15.9％） 

災害復旧事業費  1億7,659万3千円（2.4％） 

積立金  9,920万円（1.3％） 

出資・貸付金  4万円（0.0％） 

繰出金  6億646万7千円（8.2％） 

歳出 （性質別） 
義務的経費

37.4％

投資的経費 24.9％

そ
の
他

の
経費

37.7％
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■
審
査
結
果

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
実

質
収
支
に
関
す
る
調
書
、
財
産
に
関

す
る
調
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
ど
お

り
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算
計
数
は

関
係
書
帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と
照
合

し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
相
違
な
く
適

正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

■
決
算
全
般
に
つ
い
て

○
決
算
状
況

多
機
能
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
建
設
に
伴
い
、
歳
入
歳
出
額
が

対
前
年
比
で
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
た
。

今
後
、
地
方
交
付
税
や
自
主
財
源

も
減
少
が
予
想
さ
れ
る
中
、
歳
出
の

抑
制
が
財
政
運
営
の
鍵
で
あ
る
。

財
政
は
健
全
化
の
傾
向
に
あ
る
が
、

地
方
債
や
債
務
負
担
行
為
の
設
定
は
、

当
該
年
度
の
債
務
支
払
額
を
下
回
る

財
政
規
律
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
若

者
や
未
来
の
若
者
に
対
し
て
の
使
命

で
あ
り
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

○
収
入
未
済
状
況

初
め
て
２
億
円
を
突
破
し
見
過
ご

せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

未
納
者
に
対
す
る
預
金
差
押
の
実

施
は
、
収
入
額
の
増
額
効
果
は
薄

か
っ
た
が
、
納
税
義
務
周
知
の
効
果

は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
安
易
な
不
能
欠
損
処
理

は
、
各
種
徴
収
金
の
不
公
平
感
を
生

み
、
厳
に
慎
み
最
小
限
に
抑
え
る
べ

き
で
あ
る
。

○
図
書
館
会
館

初
め
て
の
図
書
館
運
営
に
も
関
わ

ら
ず
、
開

館
後
は
順

調
な
利
用

状
況
が
数

字
に
な
っ

て
表
れ
て

お
り
、
関

係
者
の
努

力
が
認
め

ら
れ
た
。

若
者
や
子
供
た
ち
の

債
務
負
担
を
増
や
さ
な
い

財
政
規
律
の
確
立
を

決算審査決
算
結
果
の
意
見

代
表
監
査
委
員
　
矢
渡
　
升

監
査
委
員
　
藤
原
修
治

審査状況 ７月25日～８月９日（14日間）

歳入総額 

歳出総額 

基金名 26年度末 増減額 27年度末
財政調整基金
減債基金
江の川下流域活性化基金
地域福祉振興基金
ふるさと土と水保全対策基金
過疎対策基金
公共施設維持管理基金
地域振興基金
がんばれ美郷町寄付基金
電子機器管理基金
地域雇用創出推進基金
園芸作物振興施設管理基金
土地開発基金（現金）
鴨山記念館収蔵品取得基金

小 計
国民健康保険基金
簡易水道事業基金
下水道基金

小 計
合 計

1,147,730
640,829
26,083

216,970
9,426

17,680
538,412

1,112,684
4,594

92,559
30,043
－

24,828
7,320

3,869,164
25,457
7,718
3,901

37,076
3,906,241

20,256
209

－1,493
108

－1,601
－17,491
－6,491
52,753
1,361

26

7

2,352
6

1

50,006
－23,170

1

1

－23,167
26,838

1,167,987
641,038
24,590
217,078

7,825
189

531,920
1,165,437

5,956
92,585
30,051
2,352

24,834
7,322

3,919,170
2,286
7,720
3,902

13,909
3,933,080

基金の状況

※実質公債費率
家計に例えると、年収に占める年間の借金返済額の割合。
借入に当たり18％以上は許可、25％以上は制限をうける。
※将来負担比率
家計に例えると、負債残高が年収の何年分に相当するか
を示した割合。350％を超えると、財政健全化改革の作成
が必要となる。

健全化判断比率の状況
区 分

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

※
実質公債
費率

※
将来負担
比率

－ － 13.1 63.9

早期健全
化基準 （15.0） （20.0） （25.0） （350.0）

（単位：％）

実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字のため「－」表示です

単位：千円（端数切捨て）

一

般

会

計

特
別
会
計

基金の
町民一人あたり残高

778,673円
H28年3月末住民基本台帳
人口5,051人で算出
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8人登壇
一般質問
質問の内容 

記事の内容 

質問した議員が自分の責任におい
て、要約・整理したものを掲載して
います。 

①防災対策について 
 1 籏根 正一 議員 9P

①「プレミアム付き商品券」で地域の
消費喚起を 

 2 藤原 修治 議員 10P

①三江線の今後はどのようになるのか 
 3 山本 幹雄 議員 11P

①大雪対策の方向性は 
 4 福島 教次郎 議員 12P

①観光事業の取組について 
②大和地区へ防災ヘリポートの設置
について 

 5 栗原 進 議員 13P

①災害復旧工事と安全対策について 
 6 岩根 和博 議員 14P

①道の駅EV充電器の利用状況 
②美郷町の観光イベント 

 7 黒川 民次郎 議員 15P

①スローガンの実施状況は 
②国道375号線の未整備区間の整備を 
③ライブカメラにライトを 
④産業祭の実施場所は 

 8 佐竹 一夫 議員 16P

各議員の質問の状況は、美郷町ホ
ームページで閲覧できます。 

※議案の賛否

提出された全議案は全員賛成につき、議員別の賛否表は掲載し
ません。

審査の結果２つの陳情共に全会一致で採択

発 議 ・  発 委 

■参議院選挙における合区の解消を求める意見書

９月16日最終日には、議員発委による意見書が１件提出され、
全会一致で可決されました。
意見書は、内閣総理大臣をはじめ各機関へ送付しました。

参議院選挙における合区の解消を求める意見書

我が国の都道府県制度は、地域の生活文化に根ざし、定
着した地方自治の根幹です。
加速度的に進む人口減少と一極集中の是正に向け、我々

は地方創生に期待し、地域の存続をかけて懸命に取り組み
を始めたところです。
しかし、参議院選挙における選挙区の合区は、地方の住

民に、地方の声が国政に届きにくくなり地方切捨てにつな
がるという危惧と都道府県単位で国政に代表を出せる県と
出せない県が生ずるという新たな不平等をもたらしました。
国会及び政府におかれては、合区を解消し、都道府県を

選出区分とする選挙制度の原則を堅持して地方の声がきち
んと国政に反映できる仕組みを構築されるよう強く求めま
す。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成28年９月16日
島根県邑智郡美郷町議会

請 願 ・  陳 情 

陳情の要旨（陳情者） 付託常任委員会

美議陳第２号
上野地区急傾斜地対策
事業の継続について
（上野連合自治会長

西島　進）

産業建設委員会

上野急傾斜（県営）

陳情の要旨（陳情者） 付託常任委員会

美議陳第３号
若者定住住宅の建設に
ついて
（沢谷地域連合自治会長

福間　秀武）

総務委員会

住宅建築予定地（九日市地内）



近
年
は
、
地
球
の
温
暖
化

に
よ
る
影
響
に
よ
る
も
の
か
、

時
間
雨
量
が
50
ミ
リ
以
上
降
り
続
く

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
、
全
国
各
地
で
観
測

さ
れ
て
い
る
。

去
る
８
月
末
に
は
、
台
風
10
号
の

影
響
に
よ
り
、
岩
手
県
、
北
海
道
で

記
録
的
な
大
雨
が
降
り
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。

広
島
土
砂
災
害
か
ら
２
年
が
経
過

し
、
29
基
も
の
砂
防
ダ
ム
が
完
成
し
、

復
興
に
向
か
っ
て
い
る
。

美
郷
町
で
は
７
つ
の
エ
リ
ア
に
分

け
て
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
平
成
26
年
に
作
成
し
、
各
戸
に
配

布
し
て
い
る
。
土
砂
災
害
警
戒
区
別

が
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
は
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
住
民
の
生
命
や
身
体

に
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
区
域
と
さ
れ
て
い
る
が
、

美
郷
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る

と
、
ほ
と
ん
ど
の
区
域
が
、
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
想
定
外
の
大
雨
が
降
っ
た

場
合
、
広
島
土
砂
災
害
と
同
様
に
甚

大
な
土
砂
災
害
が
ど
こ
で
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
地
形
に
あ
る
と
思

う
。現

在
上
野
地
区
で
、
急
傾
斜
地
対

策
事
業
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
継
続

の
陳
情
も
出
て
い
る
。

防
災
事
業
を
今
後
も
継
続
し
て
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

行
政
と
し
て
災
害
マ
ッ
プ
に
示
さ

れ
て
い
る
警
戒
区
域
の
再
点
検
を
行

い
、
土
石
流
急
傾
斜
地
す
べ
り
対
策

を
国
、
県
に
要
望
活
動
を
行
い
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
が
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

全
国
各
地
に
お
い
て
、
甚

大
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

町
で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

を
対
象
に
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
と
呼
ぶ

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
土
砂
災
害
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
地
域
の
土
地
開
発
の
規
制

や
、
住
民
に
対
し
て
的
確
な
情
報
提

供
を
行
う
た
め
の
調
査
で
あ
る
。
想

定
を
超
え
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る

た
め
、
昨
年
７
月
に
水
防
法
の
改
正

が
行
わ
れ
、
江
の
川
に
お
い
て
も
千

年
に
１
度
の
大
災
害
を
想
定
し
た
浸

水
想
定
区
域
等
の
見
直
し
を
し
た
。

警戒区域の再点検で
安心・安全な暮らしを
ハザードマップを、今年度に作成し公表

一 般 質 問8人登壇
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ここが聞きたい

根 正一 議員

町
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
た
水
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
、
今
年
度
に
作
成
し
公

表
す
る
。

ソ
フ
ト
事
業
を
推
進
す
る
事
で
、

行
政
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

生
命
財
産
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
、
町
内
全
域

に
お
い
て
急
傾
斜
事
業
及
び
砂
防
・

治
山
事
業
を
島
根
県
に
よ
り
実
施
し

て
い
る
。
地
す
べ
り
対
策
は
、
旧
邑

智
地
域
で
耕
地
地
す
べ
り
第
二
期
事

業
を
実
施
中
で
、
継
続
的
に
対
策
を

講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

県
、
国
へ
の
事
業
の
継
続
実
施
を

要
望
し
て
い
き
た
い
。

地
す
べ
り
の
対
策
は
ど
の

よ
う
な
っ
て
い
る
か
。

耕
地
地
す
べ
り
は
県

の
事
業
と
し
て
進
め
て
い
る
。

邑
智
地
す
べ
り
協
議
会
で
集
約

し
、
緊
急
度
合
い
に
合
わ
せ
順
番
づ

け
を
し
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

急
傾
斜
、
砂
防
、
治
山
す
べ
て
同
じ

よ
う
な
形
だ
。
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
調
査

は
ソ
フ
ト
事
業
で
、
局
所
の
災
害
か

ら
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
方
法

を
進
展
さ
せ
た
い
と
い
う
国
の
考
え

で
、
ハ
ー
ド
事
業
が
出
来
な
い
の
で

自
助
努
力
で
生
命
財
産
を
守
る
た
め

の
情
報
提
供
を
行
う
調
査
で
あ
る
。

や
は
り
ハ
ー
ド
事
業
も
進
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
が
、
急
傾
斜
に
つ
い

て
は
、
国
庫
事
業
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
県
単
で

計
画
す
る
と
島
根
県
か
ら
回
答
を
も

ら
っ
て
い
る
。

県
は
次
期
の
年
度
計
画
に
つ
い
て

は
、
村
之
郷
に
急
傾
斜
を
設
置
し
た

い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
砂

防
事
業
も
順
番
づ
け
を
お
願
い
し
て

い
る
。

想
定
外
の
豪
雨
時
に
、
災

害
が
発
生
す
る
危
険
箇
所
を

早
期
に
把
握
と
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
尋
ね
る
。

砂
防
関
係
、
急
傾

斜
関
係
の
危
険
箇
所
の
把
握
は
県
事

業
と
な
る
の
で
、
治
山
、
砂
防
、
急

傾
斜
す
べ
て
農
林
関
係
と
公
共
関
係

と
役
場
の
３
者
で
現
地
を
歩
い
て
調

査
す
る
。

危
険
個
所
の
把
握
は
早
期
に

三
者
で
現
地
調
査
す
る

ハザードマップ

整備された急傾斜地対策



プレミアム商品券の今後と
売出し数量・方法に検討を
発行数量は検討価値があると考える

藤原 修治 議員

一 般 質 問
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ここが聞きたい 8人登壇

商
品
券
の
良
さ
が
町
民
に

行
き
渡
り
、
売
出
し
即
完
売

に
な
っ
た
。
町
内
全
域
の
方
々
が
、
広

く
買
わ
れ
た
の
か
状
況
を
伺
う
。

今
回
は
全
地
域
で
購
入
い

た
だ
い
た
。
世
帯
の
約
30
％
が
購
入

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

今
年
度
の
予
算
の
中
で
、

商
工
費
は
０
・
６
％
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
来
年
の
予
算
編
成
の
前

だ
が
、
企
業
振
興
の
条
例
制
定
や
、

町
内
企
業
の
大
き
な
倒
産
も
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
来
年
へ
の
意
気
込

み
を
伺
う
。こ

れ
だ
け
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
来
年

度
予
算
で
期
待
に
沿
う
よ
う
に
し
た

い
と
思
う
。こ

の
財
源
は
過
疎
債
だ
が
、

過
疎
債
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

説
明
を
願
い
た
い
。

過
疎
債
は
、
主

に
ハ
ー
ド
事
業
等
が
活
用
さ
れ
、
中

山
間
地
域
の
財
政
の
不
公
平
感
を
緩

和
す
る
施
策
だ
と
思
う
。
ソ
フ
ト
事

業
も
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
近
年
取
り
組
ん
で
い
る
。

商
工
費
増
額
を
来
年
度
に
配
慮
を

期
待
に
添
い
た
い

私
は
、「
借
り
た
金
額
に
対

し
て
７
割
が
交
付
税
措
置
で
返
っ
て

く
る
、
実
質
的
に
は
３
割
負
担
だ
」、

そ
う
い
う
仕
組
み
の
答
え
を
い
た
だ

き
た
か
っ
た
。

例
え
ば
、
今
年
度
１
２
０
０
万
円

過
疎
債
を
借
り
れ
ば
。
実
質
的
に
は

３
割
だ
か
ら
、
３
６
０
万
円
に
な
る
。

こ
れ
で
も
っ
て
、
買
い
物
額
が
20
倍

に
な
る
商
品
券
の
売
り
出
し
に
よ
り
、

町
内
の
商
工
業
へ
７
２
０
０
万
円
以

上
の
経
済
効
果
が
出
る
。

過
疎
債
で
実
質
20
倍
以
上
に
な
る

経
済
効
果
を
活
用
す
べ
き

こ
の
仕
組
み
を
使
わ
な
い
手
は
、

な
い
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
金
額
を
５

０
０
万
円
ぐ
ら
い
に
持
っ
て
い
っ
て
、

１
億
以
上
の
経
済
効
果
を
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
内
の
事
業
者
の
方
々
の
自
助
努

力
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
こ
う
し
た
施

策
に
よ
っ
て
、
事
業
所
を
地
域
全
体

で
、
育
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
思
う
。

店
舗
改
修
と
か
備
品
購
入
と
か
の

助
成
施
策
が
あ
る
が
、
所
詮
は
物
を

買
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
意
味
が

な
い
こ
と
で
あ
り
、「
と
に
か
く
町
内

消
費
の
拡
大
を
図
る
」、
こ
の
こ
と
に

目
を
向
け
て
商
工
振
興
を
図
る
べ
き

だ
。

商
工
事
業
者
の
存
続
や
、

意
欲
あ
る
事
業
者
が
成
長
し
、

活
力
に
あ
ふ
れ
る
美
郷
町
を
築
く
た

め
に
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
に
よ
り
、
事
業
者
を
地
域
全
体
で

育
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

美
郷
町
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
が

継
続
的
に
行
わ
れ
、
景
気
対
策
や
生

活
支
援
か
ら
も
、
町
政
の
有
意
義
な

施
策
と
認
識
を
さ
れ
て
い
る
。

商
工
振
興
の
定
番
施
策
に
な
っ
た

感
が
あ
る
、
商
品
券
発
行
に
つ
い
て

の
今
後
の
考
え
方
と
、
売
出
し
数
量

や
方
法
に
つ
い
て
、
ま
だ
検
討
の
余

地
が
あ
る
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

商
品
券
の
発
行
は
、
平
成

30
年
度
ま
で
実
施
予
定
で
、
町
内
の

消
費
喚
起
や
生
活
支
援
に
つ
な
が
る

効
果
を
期
待
を
し
て
い
る
。

昨
年
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
新
た
な

消
費
に
つ
な
が
っ
た
金
額
は
２
０
０

０
万
円
近
く
と
な
る
。
購
入
者
の
全

体
か
ら
は
、
こ
れ
以
上
の
金
額
が
新

た
な
消
費
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て

お
り
、
消
費
拡
大
に
貢
献
す
る
施
策

で
あ
る
と
確
認
で
き
た
。

発
行
予
定
は
、
現
段
階
は
今
後
２

年
間
と
し
て
い
る
が
、
発
行
数
量

は
、
よ
り
経
済
効
果
を
発
揮
す
る
よ

う
、
検
討
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

意
見

歳出予算の内で、商工振
興費は0.6％である

過疎市町村マップ
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公共交通の空白期間はつくらない
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ここが聞きたい

治
体
で
鉄
道
事
業
を
行
う
こ
と
は
、

初
期
投
資
、
運
行
経
費
等
に
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
り
、
新
交
通
プ
ラ

ン
に
移
行
す
る
こ
と
が
最
善
の
方
法

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

協
議
の
進
展
に
よ
っ
て
は
、
廃
止

の
期
日
ま
で
に
バ
ス
等
の
準
備
の
遅

れ
で
公
共
交
通
の
空
白
期
間
を
作
っ

て
は
い
け
な
い
。
廃
止
後
の
Ｊ
Ｒ
三

江
線
の
施
設
の
撤
去
、
管
理
、
特
に

線
路
敷
き
の
法
面
等
の
管
理
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

三
江
線
の
廃
止
に
よ
り
地
域
振
興

が
後
退
し
な
い
よ
う
に
、
新
た
な
バ

ス
交
通
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
振
興
策
を
関
係
機
関
で
協
議
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

三
江
線
は
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
、

上
下
分
離
方
式
、
み
な
し
上
下
分
離

方
式
の
い
ず
れ
か
を
選
択
を
し
て
も

国
、
県
の
支
援
が
見
込
め
な
い
中

で
、
自
治
体
が
三
江
線
の
運
行
を
す

る
に
は
多
額
の
費
用
を
伴
い
困
難
で

あ
る
。

今
後
の
住
民
の
生
活
、
交
通
確
保

の
た
め
、
町
一
体
と
な
っ
て
の
取
り

組
み
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

歴
史
的
な
財
産
が
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
が
、
耐
え
ら

れ
な
い
。

地
域
住
民
の
足
と
し
て
の
役
目
は

終
わ
っ
た
と
、
鉄
道
の
専
門
家
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
言
っ
て
い
る
か
ら

地
域
交
通
と
し
て
は
無
理
だ
ろ
う
と

思
う
。

観
光
客
を
取
り
込
む
ア
イ
テ
ム
と

し
て
活
用
す
る
な
ら
、
利
用
価
値
は

あ
る
。
観
光
協
会
等
が
合
同
で
協
議

し
た
中
で
、
三
江
線
で
は
な
く
観
光

線
と
い
う
形
で
残
し
た
ら
ど
う
か
と

い
う
よ
う
な
論
議
も
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。

観
光
で
活
か
せ
る
な
ら
、
浜
原
か

ら
三
次
ま
で
を
残
し
、
特
区
の
申
請

に
よ
り
広
島
側
か
ら
の
観
光
客
を
取

り
入
れ
る
方
法
は
い
か
が
か
。

三
江
線
と
し
て
残
し
て
い

く
観
光
面
と
し
て
か
ら
見
た
提
案
で

あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
は
廃
線
を
決
め
て
お

り
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
と
思
う
。

広
島
方
面
か
ら
の
観
光
は
、
大
き

な
成
果
が
あ
る
わ
け
で
、
要
望
を
Ｊ

Ｒ
と
の
交
渉
の
中
で
話
し
て
み
た
い

と
思
う
。

９
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

は
三
江
線
を
廃
止
す
る
と
正

式
に
表
明
し
た
。

昨
年
10
月
、
廃
止
の
報
道
を
受
け

様
々
な
存
続
の
た
め
の
取
り
組
み
を

し
た
が
そ
の
効
果
は
な
か
っ
た
。

三
江
北
線
と
し
て
開
業
し
て
以
来
、

80
年
の
役
目
を
終
え
る
。
今
後
Ｊ
Ｒ

は
廃
止
へ
手
続
を
進
め
、
１
年
後
に

三
江
線
は
な
く
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
期
成
同
盟
会
の
協
議

の
経
過
か
ら
し
て
、
バ
ス
路
線
へ
転

換
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
新

た
な
協
議
会
で
具
体
的
な
バ
ス
転
換

の
運
行
ル
ー
ト
や
運
行
方
法
、
運
行

主
体
な
ど
協
議
が
開
始
さ
れ
る
が
、

何
が
一
番
重
要
な
課
題
に
な
る
と
考

え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

三
江
線
を
こ
の
ま
ま
廃
止
す
る
の

は
残
念
で
あ
る
。
本
当
に
存
続
の
方

法
は
な
い
の
か
伺
う
。

三
江
線
改
良
利
用
促
進

期
成
同
盟
会
の
第
４
回
臨
時
総
会

で
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
米
子
支
社
の
松
岡

支
社
長
は
、「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
し
て

三
江
線
の
鉄
道
事
業
は
、
ど
の
よ
う

な
形
態
で
あ
っ
て
も
行
わ
な
い
。
鉄

道
事
業
の
廃
止
届
出
は
平
成
28
年
９

月
31
日
ま
で
に
行
う
」
と
説
明
が
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
廃
止
が
表
明
さ

れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
で
は
、
自

バ
ス
転
換
後
、
維
持
経
費

を
抑
え
る
こ
と
が
住
民
の
足

と
し
て
継
続
で
き
る
。
初
期
投
資
で

駅
舎
、
停
留
所
等
は
、
シ
ン
プ
ル
な

も
の
で
、
維
持
管
理
費
が
掛
か
ら
な

い
も
の
に
し
て
お
く
べ
き
と
思
う
。

初
期
費
用
の
全

額
と
運
行
経
費
の
一
定
期
間
の
支
援

を
す
る
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
言
っ
て
い

る
。持

続
可
能
な
バ
ス
路
線
、
利
便
性

も
向
上
す
る
バ
ス
路
線
と
い
う
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
、
最
初
か
ら
華
美

な
施
設
は
、
支
援
が
切
れ
る
と
運
営

は
町
に
な
る
の
で
十
分
な
検
討
が
必

要
だ
。

浜
原
・
三
次
間
を
観
光
線
で
残
せ

交
渉
の
中
で
話
し
て
み
た
い

駅
舎
、
停
留
所
は
シ
ン
プ
ル
に

華
美
な
施
設
は
将
来
負
担

クズ対策などの跡地管理が大きな農業
問題になると思われる沿線の状況



本
年
１
月
の
大
雪
は
、
本

町
に
甚
大
な
被
害
と
大
雪
対

策
へ
の
試
練
を
与
え
た
。

今
後
の
雪
害
対
策
と
し
て
、
民
家

の
孤
立
や
孤
立
者
の
安
全
確
保
、
ま

た
、
高
齢
者
社
会
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
様
々
な
災
害
対
応
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
対
処

す
る
考
え
か
方
向
性
を
伺
う
。

地
域
防
災
計
画
は
、
災
害

予
防
と
雪
害
応
急
対
策
を
柱
に
構
成

し
て
い
る
。
今
後
、
住
民
の
皆
さ
ん

へ
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
保
護
の
事
前

周
知
、
自
治
会
、
消
防
団
と
の
連
携

や
情
報
を
共
有
し
た
い
。

さ
ら
に
空
き
家
に
お
け
る
漏
水
被

害
が
多
か
っ
た
た
め
、
空
き
家
情
報

を
関
係
課
と
共
有
す
る
体
制
づ
く
り

の
必
要
性
を
感

じ
て
お
り
、
雪

害
応
急
対
策
に

も
盛
り
込
む
予

定
で
あ
る
。

要
援
護
者
対

策
は
、
災
害
時

要
援
護
者
避
難

支
援
制
度
に
基

づ
き
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
等
の

方
が
、
地
域
の

中
で
避
難
の
支

援
が
受
け
ら
れ

る
体
制
づ
く
り

を
行
っ
て
い

る
。既

に
避
難
訓

練
を
実
施
し
、

避
難
経
路
、
避

難
場
所
の
確
認

等
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
地
域
も
あ
る
。
こ
う
し

た
自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
必

要
を
啓
発
し
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
組
織
の
育
成
と
活
動

を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。孤

立
者
の
安
全
確
保

は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ

る
の
か
。

孤
立
状
況
と
な
っ
た
場
合
は
、
食

料
や
燃
料
を
調
達
す
る
支
援
の
考
え

は
あ
る
か
。

停
電
が
起
き
る
と
、
電
話
回
線
は

使
え
な
い
。
携
帯
電
話
も
、
不
感
地

域
へ
は
連
絡
体
制
が
全
く
で
き
な
く

な
り
、
孤
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
対

処
方
法
と
し
て
、「
衛
星
電
話
」
が
あ

る
が
、
そ
の
衛
星
電
話
の
訓
練
や
機

器
の
点
検
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

孤
立
安
全
確
保
は
重

要
な
問
題
で
あ
り
、
規
模
・
内
容
に

応
じ
た
対
応
が
必
要
と
考
え
、
緊
急

時
に
は
、
町
の
方
で
非
常
食
や
水
を

備
蓄
し
提
供
も
考
え
て
い
る
。
避
難

所
の
設
置
や
燃
料
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
衛
星
電
話
」
は
孤
立
が
想
定
さ

れ
る
７
集
落
に
配
備
し
て
お
り
、
６

月
の
大
雨
災
害
に
備
え
た
時
期
・
９

月
台
風
シ
ー
ズ
ン
・
12
月
の
大
雪
の

各
シ
ー
ズ
ン
前
に
集
落
へ
出
向
き
、

機
器
の
点
検
、
通
話
の
訓
練
を
行

い
、
非
常
時
の
対
応
に
備
え
て
行
き

た
い
。

車
両
の
立
ち
往
生
は
想
定

さ
れ
て
い
る
か
。

現
場
の
把
握
が
急
務

で
あ
り
、
除
雪
を
早
目
に
や
る
し
か

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
場
把
握

が
一
番
重
要
で
あ
り
、
職
員
を
派
遣

し
て
、
実
際
に
現
地
を
見
て
回
る
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
他
に
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
美
郷
ア
プ
リ
が
あ

る
。
写
真
や
位
置
情
報
が
発
信
で
き

る
こ
の
ア
プ
リ
は
、
落
石
対
応
・
道

路
点
検
を
は
じ
め
、
豪
雪
時
に
も
通

用
す
る
と
思
っ
て
い
る
。

地
域
の
方
々
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
情

報
を
頂
き
、
今
後
の
道
路
維
持
管
理

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

大雪対策の方向性は
地域防災計画・雪害応急対策を見直す

福島 教次郎 議員
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自主防災組織による机上訓練の様子

７集落に配備されている衛星電話



町
長
は
「
美
郷
町
に
は
、

観
光
と
な
る
名
所
、
旧
跡
は

少
な
く
、
着
地
型
観
光
は
難
し
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
観
光
事
業
は

発
掘
し
、
作
り
出
す
こ
と
も
必
要
と

考
え
る
。

出
雲
大
社
は
、
平
成
の
大
遷
宮
を

ほ
ぼ
終
え
、
当
時
ほ
ど
の
混
雑
は
な

い
が
今
だ
に
賑
わ
い
は
変
わ
ら
な
い
。

出
雲
大
社
の
国
宝
で
あ
る
本
殿
の

「
心
の
御
柱
」
が
、
美
郷
町
よ
り
切
り

出
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
観
光
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
は
と
考
え
る

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

着
地
型
観
光
は
、
着
地
側

が
地
域
資
源
を
活
か
し
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
を
企
画
、
運
営
す
る
も
の

で
あ
る
。

出
雲
大
社
本
殿
の
「
心
の
御
柱
」

は
、
１
７
４
４
年
に
造
ら
れ
た
現
在

の
本
殿
の
御
柱
９
本
の
中
心
と
な
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
心
の
御
柱
」
は
、
古
文
書

に
よ
れ
ば
、
石
州
邑
智
郡
都
賀
村
八

幡
宮
か
ら
江
の
川
、
日
本
海
経
由
で

出
雲
大
社
に
運
ば
れ
た
と
記
載
が
あ

り
、
都
賀
本
郷
の
松
尾
山
八
幡
宮
の

木
と
推
察
さ
れ
る
。

仮
に
そ
の
通
り
と
い
う
事
で
あ
れ

ば
新
た
な
観
光
資
源
で
あ
り
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
大
い
に
期
待
で
き

る
。

「
出
雲
大
社
」
と
い
う
本

の
中
に
延
享
元
年
の
造
営
記

録
が
あ
り
、
出
雲
大
社
周
辺
に
は
大

き
な
木
が
な
く
、
本
殿
の
柱
は
、
隠

岐
や
四
国
か
ら
取
り
寄
せ
、
心
柱

し
ん
ば
し
ら

（
心
の
御
柱
）
は
美
郷
町
か
ら
出
た
と

記
述
が
あ
る
。

出
雲
大
社
社
務
所
に
確
認
を
取
っ

た
と
こ
ろ
、
間
違
い
な
く
「
心
の
御

柱
」
は
美
郷
町
か
ら
出
た
と
回
答
が

あ
っ
た
。
観
光
事
業
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

事
実
関
係
は
、
文
献
に
基

づ
き
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
途
中

が
分
か
ら
な
い
。
専
門
家
に
よ
り
調

査
し
て
い
く
。

本
殿
は
国
宝
で
あ
り
、
出

雲
大
社
は
、
結
び
の
神
様
で

も
あ
る
。
美
郷
町
を
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
婚
活
な
ど
に
使
っ
て
は
ど

う
か
。

出雲大社本殿の
「心

し ん

の御柱
み は し ら

」を観光事業に
パワースポットとして取り組む

栗原 進 議員
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ここが聞きたい

婚
活
は
、
出
雲

の
結
婚
式
場
を
舞
台
と
し
て
年
３
回

行
っ
て
い
る
。

美
郷
町
に
出
雲
大
社
を
縁
と
し

た
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
的
な
場
所
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
宣
伝
し
婚
活

な
ど
に
是
非
使
っ
て
行
き
た
い
。

大
和
地
区
へ
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

候
補
地
を
調
査
し
整
備
す
る

大
和
地
区
へ
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
場
外
離
着
場
の
整
備
に

つ
い
て
、
27
年
定
例
会
で
「
早
急
に

整
備
を
し
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
た
。
未

だ
に
整
備
は
さ
れ
て
い
な
い
が
設
置

に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
伺
う
。大

和
地
域
の
場
外
離
着
陸

場
設
置
に
つ
い
て
、
早
急
に
整
備
を

検
討
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

消
防
署
大
和
出
張
所
に
近
い
、
長

藤
地
域
及
び
都
賀
本
郷
地
域
を
中
心

に
候
補
地
選
定
し
、
調
査
を
行
っ
て

き
た
。

い
ず
れ
の
候
補
地
も
電
線
、
道

路
、
橋
、
鉄
道
等
に
よ
り
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
設
置
基
準
に
適
さ
な
い
場
所
と

さ
れ
、
順
調
に
進
ん
で
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

当
面
は
、
現
在
の
離
発
着
場
を
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
。
引
き
続
き
候
補
地
の
選
定
調
査

を
行
う
。

設
置
場
所
も
決
ま
っ
て
な

い
状
況
に
あ
る
が
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
は
、
こ
の
中
山
間

地
の
救
急
医
療
に
お
い
て
画
期
的
な

事
業
で
あ
る
。
患
者
は
、
１
分
１
秒

で
も
早
く
救
急
医
療
が
必
要
で
あ
る
。

早
急
に
整
備
を
お
願
い
す
る
。

現
在
、
都
賀
西
地
域

に
あ
る
農
産
加
工
所
の
裏
に
町
有
地

を
持
っ
て
い
る
。

面
積
的
に
問
題
は
な
い
も
の
の
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
進
入
角
度
な
ど
の

基
準
と
周
辺
の
建
物
の
状
況
に
つ
い

て
消
防
署
と
現
地
を
調
査
す
る
。

出雲大社本殿

島根県ドクターヘリ



平
成
25
年
８
月
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
各
地
で
被
害
が

発
生
し
た
。
こ
の
災
害
復
旧
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回

の
豪
雨
に
よ
り
再
び
水
田
や
家
屋
へ

の
床
下
浸
水
等
被
害
が
発
生
し
た
。

災
害
復
旧
工
事
は
原
形
復
旧
が
原

則
と
の
こ
と
だ
が
、
道
路
・
水
田
等

に
は
問
題
は
な
い
も
の
の
、
河
川
に

つ
い
て
は
堤
防
を
越
え
て
浸
水
す
る

た
め
、
原
形
復
旧
で
は
再
び
浸
水
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に

す
る
た
め
に
も
災
害
工
事
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え

方
を
伺
う
。通

常
の
災
害
復
旧
工
事

は
、
原
形
復
旧
が
原
則
で
、
道
路
・

田
畑
や
河
川
も
同
様
で
あ
る
。

た
だ
し
、
周
辺
・
関
係
部
分
の
対

策
等
で
改
善
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、

工
夫
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。
護

岸
を
超
え
て
浸
水
を
繰
り
返
す
場
合

は
、
根
本
的
な
対
策
が
必
要
で
、
こ

の
場
合
は
災
害
復
旧
工
事
よ
り
河
川

改
修
を
計
画
し
た
方
が
よ
い
。

こ
の
場
合
用
地
の
提
供
が
伴
う
た

め
地
権
者
の
協
力
が
必
要
と
な
り
、

地
域
で
話
を
ま
と
め
て
要
望
し
て
頂

く
と
国
・
県
へ
の
事
業
要
望
も
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
と
考
え
る
。

河
川
の
災
害
復
旧
工
事
を

終
え
再
び
超
え
て
浸
水
し
た

箇
所
数
は
全
体
で
ど
の
く
ら
い
あ
る

か
。

田
畑
の
浸
水
個
所
や

面
積
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

こ
の
度
は
、
尻
無
川
の
別
府
地

内
、
小
松
地
に
か
け
て
川
の
沿
線
は

ほ
と
ん
ど
浸
水
し
て
い
る
。

現
状
を
現
地
で
確
認
を
し
て
い
た

が
、
特
に
下
流
の
特
定
な
場
所
で
言

え
ば
戸
風
呂
谷
と
の
合
流
地
点
は
川

が
90
度
に
曲
が
り
、
角
に
あ
る
水
田

は
、
３
分
の
２
く
ら
い
は
浸
水
し
て

い
た
。

今
回
は
、
大
田
市
水
上
・

君
谷
地
域
・
別
府
地
域
が
集

中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
田
畑
・
道

路
・
床
下
浸
水
等
の
被
害
防
止
に
嵩

上
げ
工
事
が
な
ぜ
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
、
災
害
工
事
の
設
計
や
査
定
は
ど

こ
で
す
る
の
か
。査

定
は
、
河
川
で
は

水
害
の
ハ
イ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
水
が
ど

こ
ま
で
上
が
っ
た
の
か
、
痕
跡
を
求

め
て
私
た
ち
が
測
量
す
る
。
現
場
で

木
片
や
ご
み
の
引
っ
か
か
っ
た
状
況

で
水
位
を
想
定
す
る
。

既
設
の
護
岸
が
あ
れ
ば
そ
の
背
後

地
の
形
状
に
応
じ
高
さ
を
決
め
る
。

災
害
工
事
を
見
て
い
る
と
、

水
路
堰
で
通
常
水
が
流
れ
る

所
が
川
の
底
で
、
そ
こ
ま
で
砂
利
等

を
除
か
ず
に
測
量
を
し
、
工
事
を
し

て
い
る
た
め
に
再
び
雨
が
降
れ
ば
浸

水
す
る
。
は
る
か
上
流
か
ら
水
が

入
っ
て
も
、
既
存
が
こ
こ
ま
で
な
の

で
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
し
な
い
と

言
わ
れ
る
。
こ
の
不
安
を
除
く
工
事

は
し
て
頂
け
る
の
か
。

基
本
的
に
水
通
し
部

分
の
一
番
低
い
と
こ
ろ
を
、
河
川
の

底
と
し
て
、
根
入
れ
を
す
る
た
め
根

入
れ
不
足
は
な
い
。

た
だ
し
戸
風
呂
谷
に
つ
い
て
は
、

単
災
害
で
、
そ
の
年
度
、
年
度
部
分

で
行
っ
た
の
で
、
昔
や
っ
た
ブ
ロ
ッ

ク
が
根
入
れ
不
足
し
て
い
る
所
も
あ

る
。今

回
あ
ち
こ
ち
で
浸
水
個
所
が
多

く
あ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
例
と
し
て
平

成
25
年
災
害
で
戸
風
呂
谷
は
住
宅
浸

水
が
あ
り
、
次
年
度
に
排
水
口
が
一

つ
も
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
排
水
路

を
設
け
る
よ
う
計
画
し
た
が
、
別
府

連
担
地
の
側
溝
が
非
常
に
不
備
の
た

め
、
急
遽
設
計
を
変
更
し
別
府
全
体

の
連
担
地
排
水
を
考
え
変
更
し
た
た

め
１
年
先
送
り
に
な
っ
た
。

今
の
側
溝
修
繕
に
合
わ
せ
河
川
の

嵩
上
げ
、
防
波
堤
の
よ
う
な
形
で
計

画
し
て
い
る
。
尻
無
川
は
県
河
川
で

あ
る
た
め
、
県
に
要
望
を
し
て
い
る
。

災
害
報
告
を
自
治
会
単
位

で
報
告
し
て
い
る
が
、
な
か

な
か
回
答
が
来
な
い
。
報
告
を
求
め

た
以
上
、
回
答
は
す
べ
き
で
あ
る
。

仮
に
完
全
に
１
０
０
％
で
な
く
て

も
、
経
過
報
告
で
現
在
の
進
行
状
況

を
報
告
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

こ
れ
は
自
治
会
長
会

議
で
約
束
を
し
て
い
る
。
災
害
報
告

の
受
付
は
総
務
課
で
行
い
、
受
付
番

号
を
付
け
建
設
課
へ
、
こ
れ
を
受
け

現
地
調
査
し
、
10
月
初
め
に
は
査
定

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
を
再
び
総
務
課
に
返

し
、
公
共
災
害
、
農
地
災
害
等
を
文

書
で
自
治
会
長
に
回
答
す
る
。
前
回

は
災
害
が
多
く
事
後
報
告
が
無
く
お

叱
り
を
受
け
た
が
、
今
回
は
し
っ
か

り
管
理
す
る
こ
と
で
総
務
課
と
協
議

し
て
い
る
。

災害復旧工事の見直しが必要では
河川の復旧工事は改修で対応

岩根 和博 議員
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再び浸水した家屋



電
気
自
動
車
は
充
電
イ
ン

フ
ラ
が
急
速
に
広
が
る
中
、

環
境
に
配
慮
し
走
行
中
に
排
気
ガ
ス

を
出
さ
な
い
次
世
代
の
エ
コ
カ
ー
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

急
速
充
電
施
設
は
、
全
国
に
６
７

４
０
箇
所
あ
り
、
中
国
地
方
の
道
の

駅
に
は
約
５
３
０
カ
所
あ
り
、
県
内

の
道
の
駅
は
約
20
カ
所
と
な
っ
て
い

る
。そ

の
他
自
動
車
会
社
や
公
園
、
コ

ン
ビ
ニ
の
施
設
な
ど
に
急
速
充
電
器

は
数
多
く
あ
る
が
、
大
和
の
道
の
駅

に
設
置
さ
れ
た
急
速
充
電
器
の
利
用

状
況
を
聞
く
。
ま
た
、
役
場
も
環
境

を
考
え
、
急
速
充
電
器
の
設
置
と
電

気
自
動
車
の
購
入
す
る
予
定
が
あ
る

か
伺
う
。

道
の
駅
の
急
速
充
電
器
は

本
年
５
月
か
ら
共
用
を
開
始
し
、
現

在
ま
で
23
回
、
約
４
７
４
分
の
充
電

使
用
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

周
辺
の
施
設
は
国
道
54
号
沿
い
飯

南
町
地
内
に
２
箇
所
、
大
田
市
に
２

箇
所
、
江
津
市
に
１
箇
所
設
置
さ
れ

て
い
る
。

役
場
へ
の
整
備
と
車
両
の
購
入
に

つ
い
て
は
、
公
用
車
の
環
境
対
策
と

し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
３
台
を
保

有
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
充
電

公用車の電気自動車導入は
導入予定はない

黒川 民次郎 議員
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ここが聞きたい

設
備
の
整
備
及
び
電
気
自
動
車
の
導

入
を
す
る
予
定
は
な
い
。

全
国
的
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

車
が
非
常
に
多
く
な
り
、
急

速
充
電
器
は
個
人
設
置
を
含
め
る
と

全
国
に
約
１
万
８
０
０
０
基
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

自
動
車
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

調
べ
る
と
、公
用
車
30
台
で
月
に
20
万

程
度
の
燃
料
費
の
節
減
と
な
る
。
再

度
電
気
自
動
車
の
購
入
を
提
案
す
る
。

電
気
自
動
車
の
導
入
予
定

は
な
い
。

町
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
を

Ｐ
Ｒ
や
補
助
で
観
光
地
、地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

①
現
在
行
わ
れ
て
い
る

「
尺
ア
ユ
釣
り
大
会
」、「
釣
り

大
会
」
を
１
つ
に
し
て
は
ど
う
か
。

②
観
光
船
の
活
用
は
こ
れ
か
ら
ど
う

な
る
か
。

③
美
郷
町
の
伝
統
漁
法
で
あ
る
、

「
簗や

な

」、「
火
振
り
漁
」
を
観
光
資
源
と

し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

④
大
和
荘
の
建
て
替
え
の
構
想
が
あ

る
が
、
美
郷
町
の
観
光
資
源
と
一
体

と
な
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
る
が
。①

そ
れ
ぞ
れ
に
主
催
者
が

あ
り
、
町
の
立
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
１

つ
に
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
。

観
光
協
会
な
ど
と
、
Ｐ
Ｒ
や
補
助

を
行
い
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
。

②
観
光
船
大
和
丸
は
、
株
式
会
社
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
だ
い
わ
へ
維
持
管
理

を
指
定
管
理
委
託
し
て
い
る
が
、
平

成
25
年
３
月
に
江
の
川
の
増
水
に
よ

り
破
損
し
使
用
が
で
き
な
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

観
光
船
を
修
繕
し
復
活
さ
せ
、
四

季
折
々
の
自
然
の
彩
り
を
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
る
ダ
ム
湖
周
辺
の
遊
覧

を
考
え
て
い
た
が
、
株
式
会
社
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ド
だ
い
わ
が
、
経
費
の

担
保
が
な
け
れ
ば
観
光
船
運
行
は
困

難
と
し
て
い
る
。

新
た
な
委
託
先
を
模
索
す
る
こ
と

を
含
め
検
討
す
る
。

③
近
年
、
川
漁
師
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
伝
統
的
な
漁
法
を
行
う
人
が

少
な
く
な
っ
て
き
た
。

本
年
度
、
町
観
光
協
会
は
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

伝
統
漁
法
の
一
つ
で
あ
る
キ
リ
漁
と

鮎
料
理
を
組
み
合
わ
せ
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
漁
師
の
協
力
に
よ
り
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

④
大
和
荘
は
、
食
と
自
然
空
間
を
味

わ
え
る
物
心
両
面
に
お
け
る
保
養
の

場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

施
設
の
在
り
方
を
将
来
に
わ
た
っ

て
見
据
え
、
立
地
環
境
や
ゴ
ー
ル
デ

ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お
お
ち
を
は
じ
め
と

す
る
他
の
既
存
宿
泊
施
設
と
の
役
割

分
担
の
視
点
か
ら
、
大
和
荘
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
耐
震
改
修
の
必

要
の
な
い
鉄
骨
造
３
階
建
て
の
宿
泊

棟
は
残
し
、
本
館
の
み
を
解
体
し
営

業
を
継
続
し
な
が
ら
実
施
す
る
と
結

論
づ
け
て
い
た
が
、
建
て
替
え
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
再
度
検
討
す
る
。

改築予定の大和荘



「
水
と
緑
い
き
い
き
輝
く

夢
あ
ふ
れ
る
協
働
の
町
」
が

合
併
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
間
の
具
体
的
な
実
施
状
況
を
伺

う
。

合
併
後
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
目

指
す
基
本
理
念
の
も
と
進
め
て
き

た
。
具
体
的
に
は
、
合
併
浄
化
槽
等

の
整
備
の
促
進
、
公
共
下
水
の
適
正

な
水
質
管
理
と
共
に
汚
泥
の
コ
ン
ポ

ス
ト
化
を
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、

肥
料
化
等
に
よ
る
資
源
循
環
を
実

現
。
薬
草
の
栽
培
面
積
を
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
拡
大
し
、
活
用
、
販
売
を

検
証
し
て
い
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
イ
ノ
シ

シ
は
、
皮
革
製
品
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
の
加
工
品
開
発
な
ど
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
、
さ
ら
に
は
雇
用
に
寄
与
し

た
ジ
ビ
エ
缶
詰
の
新
た
な
産
業
創
出

と
し
た
成
果
も
あ
る
。

協
働
に
つ
い
て
は
、
集
落
支
援
員

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
各
種
支
援

制
度
も
新
設
し
た
。

平
成
19
年
度
か
ら
若
者
定
住
住
宅

建
設
を
手
が
け
、
将
来
の
地
域
原
動

力
と
な
る
若
年
層
の
定
住
を
促
進
し

て
き
て
い
る
。

スローガンの実施状況は
具体的施策により進捗を図った

佐竹 一夫 議員

一 般 質 問
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ここが聞きたい 8人登壇

３
７
５
号
線
の
未
整
備
区
間
の
整
備
を

早
期
完
了
に
向
け
、
県
に
要
望
す
る

国
道
３
７
５
号
湯
抱
バ
イ

パ
ス
が
開
通
し
便
利
に
な
っ

た
。
未
整
備
区
間
の
完
了
ま
で
の
間
、

狭
く
、
見
通
し
が
悪
い
部
分
の
整
備

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

整
備
完
了
ま
で
数
年
が
必

要
で
あ
る
が
、
危
険
箇
所
を
中
心
に

優
先
的
に
工
事
が
図
ら
れ
る
よ
う
早

期
の
事
業
完
了
と
併
せ
県
に
要
望
を

す
る
。

見
通
し
の
悪
い
場
合

は
対
応
可
能
と
思
う
の
で
県
に
報
告

す
る
。

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
に
ラ
イ
ト
を

検
証
も
必
要
、
検
討
す
る

町
は
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
が
、
夜
間
の
積

雪
の
状
況
、
雨
の
状
況
を
暗
く
て
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
カ
メ
ラ
に
ラ

イ
ト
を
つ
け
た
ら
ど
う
か
。

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
は
、
機
能

の
範
囲
に
お
い
て
画
像
提
供
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

産
業
祭
の
実
施
場
所
の
決
定
の
経
緯
は

実
行
委
員
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
た

夜
間
も
見
え
る
よ
う
な
照
明
設
備

は
、
１
基
約
１
５
０
万
程
度
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
た
め
現
状
ど
お
り
運

用
し
た
い
。ラ

イ
ト
は
防
犯
灯
程
度
で

十
分
だ
と
思
う
。
防
犯
灯
の

設
置
費
は
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯

で
、
柱
込
み
約
10
万
円
程
度
で
あ
る
。

検
証
す
る
こ
と

も
必
要
だ
と
思
う
。
一
考
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

産
業
祭
は
、
役
場
裏
の
駐

車
場
か
ら
粕
渕
の
町
の
中
へ
、

そ
し
て
邑
智
小
学
校
の
校
庭
に
変
更

さ
れ
て
い
る
が
、
場
所
を
決
定
し
た

経
緯
を
問
う
。

産
業
祭
は
、
産
業
祭
実
行

委
員
会
が
主
催
し
、
実
施
場
所
は
委

員
会
の
協
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い

る
。小

学
校
校
庭
に
移
し
た
経
緯
は
、

産
業
祭
実
施
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
「
会
場
が
長
く
ス
テ
ー
ジ
の
催
し

が
わ
か
ら
な
い
」「
音
響
が
聞
こ
え

に
く
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
。学

校
用
地
は
な
ぜ
禁
煙
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
産

業
祭
の
場
合
、
喫
煙
で
き
る
の
か
。

受
動
喫
煙
が
増
え
て
い

る
た
め
、
敷
地
内
を
全
面
禁
煙
と
し

て
い
る
。

ま
た
、産
業
祭
で
あ
っ
て
も
、学
校

の
敷
地
内
は
全
面
禁
煙
で
あ
り
、
こ

れ
を
条
件
に
使
用
を
許
可
し
て
い
る
。

喫
煙
さ
れ
て
い
る
実
態
が

あ
る
。
禁
煙
の
場
所
で
、
そ

う
い
う
行
事
を
や
る
こ
と
自
体
お
か

し
い
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

禁
煙
で
あ
る
こ
と
を
十
分

周
知
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
何
か
の

表
示
を
し
た
い
。

禁煙が条件で開催されている産業祭
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町
開
発
公
社
（
カ
ヌ
ー
の

里
）
で
は
、「
空
き
屋
管
理

事
業
」
を
平
成
28
年
度
新
規

事
業
と
し
て
10
月
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
カ
ヌ
ー
の

里
・
職
員
白
石
健
二
氏

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
・

我
孫
子
市
出
身
）
が
、
空
き

屋
等
対
策
特
別
措
置
法
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
美

郷
町
の
空
き
屋
に
目
を
つ

け
、「
空
き
屋
相
談
士
」
の

資
格
を
取
得
さ
れ
（
有
資
格

者
は
島
根
県
内
で
白
石
氏
一

人
だ
け
で
す
。）
発
案
さ
れ

ま
し
た
。

事
業
の
内
容
は
、
建
物
の

内
外
の
清
掃
・
傷
み
な
ど
の

修
理
・
敷
地
内
の
草
刈
り
・

墓
の
管
理
等
で
す
。
公
社
で

出
来
な
い
業
務
は
業
者
を
紹

介
頂
け
る
そ
う
で
す
。

現
在
、
町
内
の
空
き
屋
状

況
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に

よ
り
空
き
屋
の
所
在
地
・
所

有
者
特
定
が
困
難
で
あ
り
把

握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
空
き
屋
の
情
報
を

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
や
、
定
住
促
進
課
と

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
利
用

者
の
募
集
を
行
い
た
い
と

仰
っ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は
、

カ
ヌ
ー
の
里

�
０
８
５
５
―

７
５
―

１
８
６
０

白
石
さ
ん
ま
で

平
素
か
ら
本
に
は
お
よ
そ

縁
の
な
い
と
自
負
し
て
い
る

者
が
、
開
館
し
て
１
年
に
な

る
「
み
さ
と
本
の
森
」
に

行
っ
て
見
ま
し
た
。

取
材
に
行
く
の
だ
か
ら
本

も
借
り
よ
う
と
、
事
前
に

ネ
ッ
ト
で
目
的
の
本
を
あ
る

の
か
調
べ
て
見
ま
し
た
。

受
付
で
図
書
カ
ー
ド
を
作

成
し
、
借
り
た
い
本
の
名
前

を
告
げ
る
と
、
す
ぐ
に
探
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
の
時
に
ち
ょ
っ

と
見
学
し
た
だ
け
な
の
で
、

ゆ
っ
く
り
見
せ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ル
毎
に
綺
麗
に
整

理
さ
れ
て
い
て
、
探
し
や
す

い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

興
味
が
あ
る
の
は
農
業
関

係
、
あ
り
ま
す
！
あ
り
ま

す
！
無
農
薬
か
ら
有
機
ま

で
、
し
っ
か
り
揃
え
て
あ
り

ま
し
た
。

登
録
者
数
は
美
郷
町
内
で

７
０
０
人
、
来
館
者
は
開
館

以
来
２
万
人
越
え
と
の
こ

と
。
新
刊
の
購
入
も
毎
月
約

１
０
０
冊
で
蔵
書
総
数
は
２

万
１
０
０
０
冊
、
う
ち
児
童

書
は
７
６
０
０
冊
あ
る
そ
う

で
す
。

今
日
は
雨
が
降
っ
て
い
る

の
で
来
館
者
は
少
な
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
老
夫
婦
が
本

を
探
し
て
い
ま
す
し
、
中
学

生
が
参
考
書
を
見
な
が
ら
勉

強
し
て
い
ま
し
た
。

「
要
望
の
あ
っ
た
大
和
事

務
所
へ
の
出
前
図
書
館
も
10

月
か
ら
始
め
ま
す
。
ネ
ッ
ト

に
よ
る
予
約
方
法
の
説
明
な

ど
も
行
い
ま
す
の
で
利
用
し

て
く
だ
さ
い
」
と
担
当
者
の

力
強
い
言
葉
に
「
み
さ
と
本

の
森
」
を
充
実
し
て
行
く
姿

を
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
が
美
郷
町
の
文

化
・
教
育
の
拠
点
に
な
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

動
き
出
す
空
き
家
管
理
事
業 

総
務
委
員
会 

農
業
が
抱
え
る
深
刻
な
高

齢
化
・
担
い
手
不
足
を
解
消

す
る
た
め
、
本
町
の
農
業
振

興
方
針
の
一
つ
と
し
て
、
農

業
経
営
の
転
換
・
新
規
就
農

や
若
い
農
業
者
が
取
り
組
み

や
す
く
す
る
た
め
リ
ー
ス
ハ

ウ
ス
を
導
入
し
、
広
く
新
規

就
農
者
（
入
植
者
）
を
募
集

し
、
定
住
促
進
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
特
徴

は
、
建
設
は
役
場
が
行
う
た

め
、
就
農
者
は
使
用
料
を
役

場
に
納
め
る
こ
と
に
よ
り
初

期
投
資
を
大
き
く
押
さ
え
る

こ
と
が
出
来
、
栽
培
開
始
当

初
か
ら
安
定
し
た
経
営
が
期

待
で
き
ま
す
。

栽
培
品
目
は
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、

ハ
ウ
ス
は
、
温
度
・
湿
度
等

に
よ
り
自
動
で
開
閉
・
フ
ァ

ン
が
回
転
す
る
空
調
管
理
が

可
能
。
ま
た
、
肥
料
は
養
液

栽
培
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

自
動
で
灌
水
す
る
優
れ
も
の

の
で
あ
り
、
骨
組
も
今
冬
の

大
雪
に
も
び
く
と
も
し
な

か
っ
た
し
っ
か
り
し
た
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
は
村
之
郷

２
地
区
に
ハ
ウ
ス
２
棟
（
９

９
８
・
４
㎡
）
を
建
設
し
、

（
農
）
フ
ァ
ー
ム
む
ら
じ
が

本
年
４
月
よ
り
ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
を
開
始
さ
れ
、
島
根

県
・
町
・
Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機

関
の
指
導
の
も
と
、
農
家
の

丁
寧
な
栽
培
管
理
に
よ
り
順

調
に
生
育
し
て
お
り
、
事
業

計
画
の
目
標
が
達
成
で
き
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
以
降
に
つ
い

て
は
、
村
之
郷
１
地
区
で
８

棟
。
枦
谷
地
区
28
棟
に
つ
い

て
は
徳
島
県
か
ら
企
業
が
参

入
し
、
10
人
程
度
の
雇
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
り
ま
す
出
前
図
書
館 

教
育
民
生
委
員
会 

リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
を
導
入 

産
業
建
設
委
員
会 

蔵書は２万１千冊

雇用創出で動き出したトマト栽培

管理の対象となる空き家



議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
進
め
よ
う
と
、
県
下
は
も

と
よ
り
、
中
国
地
方
の
町
議

会
と
し
て
最
初
に
導
入
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
も
２
年
を
経
過

し
た
。

議
会
提
出
資
料
の
コ
ピ
ー

代
や
製
本
の
た
め
の
人
件
費

が
浮
い
て
く
る
が
、
何
と

言
っ
て
も
紙
資
源
や
印
刷
機

器
の
電
力
節
減
な
ど
、
環
境

問
題
へ
の
貢
献
が
大
き
い
。

当
初
予
算
書
な
ど
資
料
の

重
さ
は
２
㎏
近
く
に
な
っ
て

い
た
が
、
重
さ
は
わ
ず
か
６

０
０
ｇ
ほ
ど
。
議
会
に
提
出

さ
れ
た
全
て
の
資
料
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
独
自
の
資
料
な
ど
、
膨

大
な
デ
ー
タ
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は

感
謝
す
る
し
か
な
い
。

全
国
の
町
村
に
先
駆
け
て

導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
お

陰
で
視
察
の
洗
礼
を
受
け
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
美
郷
町
へ
山
く

じ
ら
の
視
察
は
あ
っ
て
も
議

会
が
視
察
を
受
け
た
こ
と
な

ど
無
か
っ
た
が
、
東
は
京
都

か
ら
南
は
宮
崎
ま
で
、
全
国

か
ら
10
件
を
超
え
る
視
察
が

入
っ
た
。

視
察
に
来
た
多
く

の
議
会
で
、
若
い
議

員
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

導
入
に
積
極
的
な
反

面
、
高
齢
の
議
員
か

ら
は
無
関
心
や
否
定

が
多
い
よ
う
だ
。

説
明
で
は
扱
い
は

簡
単
な
こ
と
、
便
利

さ
を
力
説
、
視
察
に
来
た
ほ

と
ん
ど
の
議
会
で
導
入
か
前

向
き
検
討
中
と
聞
い
て
い

る
。タ

ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
を
検

討
す
る
た
め
に
、
全
員
で
ガ

ラ
携
か
ら
ス
マ
ホ
に
し
て
、

タ
ッ
チ
画
面
に
慣
れ
て
み
よ

う
と
約
束
し
て
か
ら
３
年
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
は
全
国
の

先
進
地
に
な
っ
た
美
郷
町
議

会
で
あ
る
。

議会だよりみさと No.48 18

７月
日 付 場 所 活 動 内 容

1

4

美郷町役場
美郷町役場

広報委員会
広報委員会

5 美郷町（みさと館） 山口県岩国市議会視察
8 美郷町（みさと館） 世羅町議会視察
11 美郷町役場 広報委員会
11 美郷町役場 美郷町都市交流推進会議
11

12

美郷町役場
広島市（広島合庁）

全員協議会
江の川下流域期成同盟 広島要望

14

広島市（三次市河
川国道事務所・広
島県庁）

江の川改修促進期成同盟会・国道
375号（大田・三次間）会長促進
期成同盟会　広島要望

15 美郷町（みさと館） 総合計画・行財政改革審議会
15 美郷町（みさと館） 美郷町観光協会定時総会

18 美郷町（みさと館）
三江線改良利用促進期成同盟会第
２回臨時総会

19

26～28

美郷町（みさと館）

東京

愛媛県砥部町議会タブレット視察
江の川下流域期成同盟中央要望
国道375号（大田・三次間）会長促
進期成同盟会　中央要望

８月
1 大阪市 JR西日本訪問

3 美郷町（みさと館）
美郷町人権・同和教育推進協議会
第２回講演会

4 美郷町（みさと館） 安来市議会タブレット視察
4 美郷町役場 全員協議会

5 松江市
江の川下流域治水期成同盟会県庁
要望

10
川本町（悠々ふる
さと会館）

邑智郡総合事務組合定例議会

16

18

美郷町役場
美郷町（みさと館）

議会運営委員会
広島県大崎上島町タブレット視察

19 美郷町（カヌーの里） 協力隊との意見交換会

20 飯南町（衣掛荘）
邑南飯南線改良促進期成同盟会総会
瑞穂・高野インターアクセス新銀
山街道整備促進期成同盟会総会

25
川本町（悠々ふる
さと会館）

邑智郡町村議会議長会正副議長会議

28 美郷町（みさと館） 美郷町連合婦人会研修大会
30 美郷町（美郷町役場） 平成27年度決算監査報告

31
美郷町（ゴールデン
ユートピア）

川本波多線改良促進期成同盟会総会

９月
1 美郷町（みさと館） 三江線期成同盟会第４回臨時総会

2 飯南町（衣掛荘）
邑南飯南線改良促進期成同盟会総会
瑞穂・高野インターアクセス新銀
山街道整備促進期成同盟会総会

6～16 美郷町役場 第３回定例会

8
川本町（悠邑ふる
さと会館）

邑智郡総合事務組合議会定例会

10 美郷町 邑智・大和中学校体育祭
13 美郷町役場 議会運営委員会
17

20

美郷町
美郷町役場

邑智・大和小学校運動会
広報委員会

21
邑南町(公立邑智
病院)

邑智郡公立邑智病院組合議会

23 美郷町（みさと館） 三江線期成同盟会第５回臨時総会
25 美郷町役場 比之宮地域敬老会

28～30 美郷町役場 広報委員会

議会活動報告（H28年７月～）
日 付 場 所 活 動 内 容

手
前
味
噌
で
す
が
…

全
国
の
先
進
地

議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

導入して２年になるタブレット

便利さを力説　視察状況



沢
谷
地
区
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　

長

野

陽

介

 
沢
登
り
は 

感
性
と
好
奇
心
を
目
覚
め
さ
す 

議会 シリーズ 第4回 

町議会だよりはどのようにして創られているのですか？ 

目的 
議会の活動をお知らせするために、町議会

だよりを年４回の定例会後に発行しています。 
配布状況 
町内全世帯に配布しているほか、役場や大

和事務所にも置いております。また、美郷町ホー
ムページの町議会の中でもご覧いただけます。 
主な掲載内容・構成 
・定例会の概要と議決された主な議案の要旨 
・提出された議案の質疑、一般質問の要旨、
委員会審議結果 

・可決された意見書・決議の要旨 
・議案等に対する討論・表決の経過と結果 
・住民の意見など 
・議会からのお知らせなど 

発行回数 
年４回（おおむね下記の日程で発行します
が会期によっては発行日を変更することがあ
ります） 
第１回定例会号（４月20日）
第２回定例会号（７月20日）
第３回定例会号（10月20日）
第４回定例会号（１月20日） 
取材・編集・校正 
広聴・広報
委員会で取
材・編集・校
正までのす
べてを行って
います。 

２
０
１
４
年
４
月
よ
り
沢
谷
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
活
動
し
て
２
年
半

が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
、
大
学
院
を

卒
業
間
近
に
「
地
域
に
入
っ
て
実
践

し
て
み
た
い
�
」
と
思
い
、
就
職
難

と
呼
ば
れ
る
時
代
に
逆
ら
う
よ
う
に

内
定
を
蹴
り
、
周
囲
の
人
に
止
め
ら

れ
な
が
ら
も
、
決
意
固
く
不
安
と
期

待
を
持
っ
て
美
郷
町
に
来
ま
し
た
。

沢
谷
で
は
主
に
地
域
行
事
や
体
験

型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
企
画
運
営
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
主
に

「
沢
登
り
体
験
」
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

今
年
で
事
業
を
始
め
て
２
年
目
と

な
り
、
延
べ
60
人
く
ら
い
の
県
内
外

の
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、
沢
谷

川
の
自
然
を
堪
能
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

こ
の
企
画

は
、「
沢
谷

に
は
何
も
な

い
。」
か
ら

「
沢
谷
に
は

沢
登
り
が
あ

る
。」
と
地

域
の
人
に
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
発
点

だ
っ
た
の
で
、
自
分
と
想
い
を
同
じ

く
す
る
地
域
有
志
が
積
極
的
に
手

伝
っ
て
く
れ
、
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
社
会
教
育
の
視
点
を
加

え
、
子
供
向
け
の
プ
ラ
ン
を
作
り
、

普
段
、
川
で
遊
べ
な
い
子
供
た
ち
と

水
中
生
物
を
観
察
し
な
が
ら
沢
登
り

を
し
ま
し
た
。
自
然
か
ら
学
べ
る
も

の
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
沢
谷
地
域
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
地
域
の
方
の
お
孫
さ
ん

た
ち
が
帰
省
し
て
参
加
さ
れ
た
り
、

県
外
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
た
り

し
て
と
て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
れ

だ
け
の
集
客
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
魅
力
的
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
沢
谷
の
有
望
な
地
域
資
源
で

あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

今
年
か
ら
沢
谷
沢
登
り
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
有
志
と
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
真
剣
に
考
え
た

も
の
が
認
め
ら
れ
て
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

自
分
は
、
今

年
度
で
地
域

お
こ
し
協
力

隊
の
任
期
は

終
わ
り
ま
す

が
、
来
年
度

以
降
も
沢
谷

地
域
の
沢
登

り
に
携
わ
っ

て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い

ま
す
。

議会だよりみさと No.4819

生き物観察に子供
たちは夢中

スタッフのサポート体制も整っています

「ハラハラドキドキ」
スリル満点のスポット
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町
長
選
挙
も
無
事
終
了
。「
第
２
次
・

景
山
丸
」
の
船
出
で
す
。

国
や
県
と
の
太
い
パ
イ
プ
や
、
過
去
４

年
間
の
実
績
が
評
価
さ
れ
て
の
信
任
だ
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
三
江
線
の
バ
ス
転
換
や
廃
線

後
の
跡
地
問
題
、
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
る
雇
用
創
出

事
業
、
大
和
荘
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、

今
後
の
課
題
は
山
積
で
す
。

真
価
が
問
わ
れ
る
２
期
目
で
す
が
、
今

回
の
新
人
候
補
の
票
を
重
く
受
け
止
め
、

幅
広
い
住
民
の
声
を
、
今
後
の
町
政
に
活

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
町
民
に
開
か
れ

た
議
会
、
説
明
責
任
の
果
た
せ
る
議
会
に

す
る
た
め
に
、
基
本
条
例
の
制
定
、
議
員

定
数
の
審
査
、
議
会
中
継
な
ど
の
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
議
員
の
補
欠
選
挙
も
終
わ

り
、
議
員
定
数
も
12
人
を
満
た
し
、
議
会

も
新
体
制
で
の
町
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
３
月
に
制
定
し
た
美
郷
町
議
会
基

本
条
例
の
精
神
か
ら
し
て
、
も
っ
と
早
い

段
階
か
ら
、
議
員
候
補
に
つ
い
て
の
論
議

を
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
…
。

皆
さ
ん
の
、
自
由
闊
達
な
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
藤
原
）

『議会だよりモニター』を募集します 
町議会では、議会だよりを読んでいただき、感想や意見を聞かせていただく 
『議会だよりモニター』を募集します。皆様の積極的な応募をお願いします。 

対 象 町内在住の１８歳以上の方（Ｈ２８年４月１日現在）※町職員は除く 
内 容 意見書などの提出（年１回以上） 
募集人員 ５人以内 
選考方法 地区・性別・年齢などの重複を考慮して選考します 
期 間 ２年間 

申込方法 議会事務局に来庁または電話 
（０８５５-７５-１９３７）で申し込みください 

申込締切 平成２８年１２月２０日（火） 
 問合せ先 町議会事務局（TEL ０８５５-７５-１９３７） 

残
暑
厳
し
い
、
９
月
20
日
（
日
）

「
比
之
宮
地
区
敬
老
会
」
が
、
交
流

セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
恒
例
の
集
合
写
真
。
女
性

の
協
力
隊
員
が
脚
立
に
上
り
カ
メ
ラ

を
構
え
る
が
落
ち
そ
う

で
、
皆
か
ら
「
し
ゃ
ー

な
い
か
」「
落
ち
ん
な

よ
！
」
と
声
が
か
か
り

和
や
か
に
敬
老
会
が
始

ま
っ
た
。

町
長
の
祝
辞
の
中
で

美
郷
町
の
１
０
０
歳
以

上
の
方
は
14
人
で
人
口
割
合
で
は
島

根
県
一
の
長
寿
の
町
と
紹
介
が
あ
っ

た
。「
敬
老
の
日
」
は
、
昭
和
29
年

に
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
し
て
定
め

ら
れ
、
途
中
「
老
人
の
日
」
に
変
わ

り
、
昭
和
41
年
に
今
の
「
敬
老
の

日
」
に
改
め
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
地
域
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
布
施
小
唄
、
女
性
総
出
で

厳
か
の
中
に
落
ち
着
い
た
踊
り
で
、

幕
開
け
は
い
つ
も
こ
れ
と
決
ま
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

こ
こ
か
ら
は
、
各
自
治
会
が
工
夫

を
凝
ら
し
た
演
芸
だ
。
子
供
も
参
加

し
て
お
も
し
ろ
い
。
プ
ロ
顔
負
け
の

兄
弟
が
登
場
し
、
昨
年
も
二
人
で
踊

り
を
披
露
し
た
が
本
当
に
う
ま
い
。

拍
手
喝
さ
い
で
あ
っ
た
。

席
を
立
っ
て
長
寿

の
皆
さ
ん
に
お
祝
い

を
言
っ
て
回
る
。「
あ

ん
た
ー
誰
だ
っ
た
か

い
の
ー
」「
え
っ
�
」

持
っ
て
い
た
ビ
ー
ル

が
落
ち
そ
う
に
な
っ

た
。
残
念
だ
が
、
比

之
宮
で
は
人
気
が
な
い
な
ー
と
確
信

し
た
。

席
を
回
っ
て
い
る
と
Ｊ
Ａ
店
舗
の

Ｍ
さ
ん
か
ら
舞
台
に
上
が
っ
て
来
い

と
声
が
か
か
る
。
舞
台
に
は
宮
内
２

地
区
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
町
長
、
出
席

し
た
議
員
が
不
安
そ
う
な
顔
で
並
ん

で
い
る
。

何
を
す
る
か
と
い
え
ば
、
早
口
言

葉
を
言
う
そ
う
だ
。
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
は
町
長
、「
生
麦
生
米
な
…
」

残
念
！
　
皆
が
挑
戦
す
る
が
、
酒
が

ま
わ
り
う
ま
く
言
え
な
い
よ
う
だ
。

「
よ
し
！
」
自
分
の
番
が
来
た
、「
●

※
△
■
・
□
‥
※
○
‥
」
…
な
さ
け

な
い
、
酒
の
せ
い
に
し
て
お
こ
う
。

客
席
と
舞
台
が
一
体
と
な
り
、
笑

い
の
渦
と
な
っ
た
。
企
画
が
上
手
で

感
心
す
る
。

役
者
が
多
く
楽
し
ん
だ
敬
老
会

は
、
最
後
に
踊
り
グ
ル
ー
プ
の
し
ゃ

ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
で
出
し
物
は
終
了

し
た
。

今
回
で
３
回
目
の
出
席
で
あ
っ

た
。
地
域
の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
全

員
が
参
加
し
、
皆
で
長
寿
を
お
祝
い

す
る
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
、
来

年
の
再
会
を
祈
念
し
、
楽
し
い
敬
老

会
を
終
え
た
。

栗
原
記

役
者
揃
い
の
比
之
宮
自
治
会 

議
員
辞
職

原
　

克

美
氏

自
己
都
合
に
よ
る

平
成
28
年
10
月
２
日
付


